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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月18日(2013.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
入力された映像データをエンコードして映像ストリームを出力するエンコーダと、前記エ
ンコーダから出力された映像ストリームをパケット化するパケット処理部と、を備え、
前記パケット処理部は、所定のＭＢ処理数のパケットを纏めたオリジナルデータ群と、前
記オリジナルデータ群と同一データの冗長データを作成し、前記オリジナルデータ群のビ
ット数に応じて、ターゲットビット数を超えないように前記冗長データの挿入回数を制御
することを特徴とする映像送信装置。
【請求項２】
入力された映像データをエンコードして映像ストリームを出力するエンコーダと、前記エ
ンコーダから出力された映像ストリームをパケット化するパケット処理部と、を備え、
前記パケット処理部は、所定のＭＢ処理数のパケットを纏めたオリジナルデータ群と、前
記オリジナルデータ群データエラーを訂正するための冗長データを作成し、前記オリジナ
ルデータ群のビット数に応じて、ターゲットビット数を超えないように前記冗長データの
挿入量を制御することを特徴とする映像送信装置。
【請求項３】
請求項１または２に記載の映像送信装置において、
前記パケット処理部は、さらに映像ストリーム以外のデータをパケット化し多重化する機
能を有し、前記オリジナルデータ群のビット数に応じて、挿入するパケットがターゲット
ビット数を超えない位置に前記映像ストリーム以外のデータを挿入することを特徴とする
映像送信装置。
【請求項４】
入力された映像データをエンコードして映像ストリームを出力するエンコーダと、前記エ
ンコーダから出力された映像ストリームをパケット化するパケット処理部と、を備え、
前記パケット処理部は、所定のＭＢ処理数のパケットを纏めたオリジナルデータ群と、前
記オリジナルデータ群のデータエラーを訂正するための冗長データを作成し所定のＭＢ処
理数の先頭に前記オリジナルデータと前記冗長データを識別する識別パケットを挿入する
ことを特徴とする映像送信装置。
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【請求項５】
入力された映像データをエンコードして映像ストリームを出力するエンコーダと、
前記エンコーダから出力された映像ストリームをパケットに変換し、前記パケットを複数
纏めてフレームを生成し、前記フレームを伝送路に送信するフレーム送信部と、を備え、
前記フレーム送信部は、１フレーム毎に前記生成したフレームと同一フレームの冗長デー
タまたはデータエラーを訂正するための冗長データのどちらか一方を作成することを特徴
とする映像送信装置。
【請求項６】
請求項５に記載の映像送信装置において、前記フレーム送信部は、さらにオリジナルデー
タと冗長データを識別する識別パケットを挿入する機能を持っており、所定ＭＢ処理数の
先頭に識別パケットを挿入することを特徴とする映像送信装置。
【請求項７】
請求項５に記載の映像送信装置において、前記フレーム送信部は、さらにスタッフィング
データを挿入する機能を持っており、所定のＭＢ処理数毎に前記フレームで送信できるビ
ット数にアラインメントとする分のスタッフィングデータを挿入することを特徴とする映
像送信装置。
【請求項８】
請求項５ないし７のいずれかに記載の映像送信装置において、前記フレーム送信部は所定
のＭＢ処理数毎のビット数に応じて、ターゲットビット数を超えないように冗長データの
挿入回数を制御することを特徴とする映像送信装置。
【請求項９】
請求項５ないし８のいずれかに記載の映像送信装置から送信されたデータを
伝送路を介して受信したデータを映像ストリームに変換するフレーム受信部を備え、
前記フレーム受信部は、エラーにより損失したフレームがあった場合、他の同一映像スト
リームを持つ冗長データのフレームよりデータを補間することを特徴とする映像受信装置
。
【請求項１０】
請求項５ないし８のいずれかに記載の映像送信装置と請求項９に記載の映像受信装置の両
方を備えることを特徴とする映像伝送システム。
【請求項１１】
請求項１ないし８のいずれかに記載の映像送信装置において、さらに暗号化部を備え、伝
送路にデータを出力する際に暗号化を施してデータを出力することを特徴とする映像送信
装置。
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